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水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁

I測量 8 

I測量-9 

(新)令和4年 10月版改訂

I測量業務共通仕様書 1 総則

1 総則

1-5 測量の基準
担u量の基準は、北海道公共測量作業規程(以下「規程」という。)第2条の規定によるほかは業務担

当員の指示によるものとする。 哀ムぷ糊 l暴£去旗」域本ふぶふ局私ぷ真駒ぬん却
途」埴理院よ旦I乞壁?J主3三三ZJ.k.l;~主ー2._b_CQ_と.:t_'.:i_~_

1 -10 提出書類

3.受託者は、契約時又は変更時において、契約金額100万円以上の業務について、業務実鮒育報システム

(テクリス)に基づき、受注・変更・完了・訂正時に、業務実績情報を「登録のための確認のお願

い」により業務担当員の確認を受けた上、受注時は契約締結後、 15日(休日等を除く)以内に、登録

内容の変更(r委託期間J r技術者(管理技術者等) Jの変更)時は変更があった日から、 1

5日(休日等を除く)以内に、完了時は完了検査合格後、 15日(休日等を除く)以内に、訂正時出直

宜、登録機関に登録申請をしなければならない。

なお、変更時と完了時の聞が15日間(休日等を除く)に満たない場合は、変更時の提出を省略できる

ものとする。

(旧)令和 3年 10月版

I 浪IJ量業務共通仕様書 1 総則

1 総則

1-5 測量の基準
測量の基準は、北海道公共測量作業規程(以下「規砲という。)第2条の規定によるほかは業務担

当員の指示によるものとする。

1 -10 提出書類

3.受託者は、契約時又は変更時において、契約金額100万円以上の業務について、業務実績情報システム

(テクリス)に基づき、受注・変更・完了・訂正時に、業務実績情報を「登録のための確認のお願

い」により業務担当員の確認斗昆急ょ担ID.ふ を受けた上、受注時は契約締結後、 15日(休日等を

除く)以内に、登録内容の変更(r委託期間J r技術者(管理技術者等) Jの変更)時は変

更があった日から、 15日(休日等を除く)以内に、完了時は完了検査合格後、 15日(休日等を除

く)以内に、訂正時は適宜、登録機関に登録申請をしなければならな~'o

ffUl(T)J::: 、いー、 1 占 . MZI"I I -，_ 

託銀簸ふ."Jl誕ゑ憲昆虫双集篤志ゑゑゑふ玄ゑ。v

-一広弘主録必表ヱムゑ農民.!Lぷ艶融関怠忽ゑよゑ銀鼠奈義愚景ムゑ広之ふ恩ュ£ムι奥
ゑ民裳易混業昆民農昆ム真誌犯広弘主主以Lなお、変更時と完了時の間が15日間(休日等を除く)に

満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

摘要

項目の追記

業務実態を踏まえた変更



掲載頁 (新)令和4年 10月版改訂

水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

摘要(旧)令和 3年 10月版

I測量業務共通仕様書 2 漁場部門
I測量 44

目 次

2 -1 通則

2-2 深浅祖H量

2 - ~え 水質調査

2-.9-. 底質調査
2-.1. 環境生物調査

I 浪IJ量業務共通仕様書 2 漁場部門

目 次
目次の修E

45 I 2 - 1 通則

2-2 深浅測量

45 

46 
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I測量 47
2-2 深浅測量 諸基準の改定に伴う変更

2-2-4 混IJ量基準
1 基準点測量

受託者は、測量に用いる基準点として、 属事蕊湧定企お友義鍵易~主海上保安庁海洋情報部(以下

「海洋情報部」という。)等の既設点を用いるものとする。

なお、既設点が使用できない場合は、次の方法により必要な基準点を決定するものとする。

2-2 深浅測量

2-2-4 潰IJ量基準

1 基準点担H量

受託者は、測量に用いる基準点として、 浪遊底~海上保安庁海洋情報部(以下「海洋情報部」と

いう。)等の既設点を用いるものとする。

なお、既設点が使用できない場合は、次の方法により必要な基準点を決定するものとする。

I測量 49 2-2-5 水深測量
1.受託者は、設計図書に定める区域について水深測量を行うものとする。

2.海上測位

(1)受託者は、設計図書の定めにより測量船の誘導及び海上測位を行うものとする。

(2) :;主主主主J;L"溢よ位置.iIlil量1;;主主恩支ゑ機器J主衛星組位施笠i二ム、経よj~位生置の蹟

ゑ忌んぷ掠忽瓦ゑ謀議ふ銀本広志兵銀却8ゑ刻表皐ぷふふゑムゑぷよゑ""̂
(3)受託者は、海上測位位置の線の交角を300 ~150。の範囲内に収めるものとする。

(4)受託者は、法面勾配確認を行う場合、法肩又は法尻法線に直角に測定するものとする。

2-2-5 水深測量
1.受託者は、設計図書に定める区域について水深測量を行うものとする。

2.海上測位

(1)受託者は、設計図書の定めにより測量船の誘導及び海上測位を行うものとする。

(2) 柔議案民、ゑZニム議よ剥集民総局広ゑ議議忽銭鼠ぷゑ志銭態以点忽幾裁~蕊お&ぶj;

ゑ..... 

(3)受託者は、海上測位位置の線の交角を300 ~150。の範囲内に収めるものとする。

(4)受託者は、法面勾配確認を行う場合、法肩又は法尻法線に直角に測定するものとする。

表2三_Ll年よ漣l位!.;隼周1二塁L機農.rQ:住飽
区 分

昆蕊迦l集紘一
説蕊迦l民紘一
&ふゑ測集媛

ムユぷふ込よ

本紘 一一一
三基盆墨墨企立

性能

よ公認弘一一一一一一一
ユ分琵'lf_ーー

2 



水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁 (新)令和4年 10月版改訂 (旧)令和 3年 10月版 摘要

I測量-50
3. 祖.~深 3. 君事j深

諸基準の改定に伴う変更

(1)測深糊E (1)測深機器

受託者は、音響測深機により祖~深を行うものとし、使用する音響測深機は、表ゑ二J、 受託者は、音響測深機により測深を行うものとし、使用する音響測深機は、表2-2昔

音響測深機の性能(水深100m以浅) に示す性能以上のものとする。 響調l深機の性能(水深100m以浅) に示す性能以上のものとする。

なお、設計図書に定めがなく、表ぷふムに示す性能以上の音響測深機により難い場合は、 なお、設計図書に定めがなく、表ぷふ&に示す性能以上の音響測深機により難い場合は、

測量に先立ち業務担当員に測深方法の承諾を得るものとする。 測量に先立ち業務担当員に測深方法の承諾を得るものとするロ

表ぷニム 音響測深の性能(水深100m以浅) 表五二.l. 膏響測深の性能(水深100m以浅)

項 目 性 能 項 目 性 能

シングノレピーム音響測深機(多素子音響測深機を含む) シングルビーム音響測深機(多素子音響測深機を含む)

仮定音速度 1500皿 /8 仮定音速度 1500m/8 

発振周波数 90~230 即z (水深31m未満) 発振周波数 90~230 阻z (水深31m未満)

30~230 即z (水深31m~100m) 30~230 阻z (水深31m~100m)

送受波器の指向角 半減半角8。以下 送受波器の指向角 半減半角 8"以下

紙送り速度 20皿 l/min以上 紙送り速度 20皿 l/min以上

最小目盛 0.2m以下 最小目盛 0.2m以下

スワス意義測深議 iマルチピームj マルチビーム L競複尽j意慧測認識
仮定音速度 1500m/8 仮定音速度 1500m/8 

発振周波数 20日間z必上 発振周波数 36~455 KHz 

レンジ分解能 5個以下 レンジ分解能 5園以下

測深ピーム方式 三ノレズ乏ロス本zs 調~深ピーム方式 o.ロスブZンピーム

祖~深ピーム幅 名度以下X，?_度以下 祖~深ビーム幅 1.5度以下X1.5度以下

スワス意義測深議 f.;:f，ンターブエロ 上心 .iンターフエロト忍音義捌渓幾

発振周波数 100~500KHz 発振周波数 100~500KHz 

レンジ分解能 5岨以下 レンジ分解能 5個以下

仮定音速度 1500m/8 仮定音速度 1500m/8 

受信素子数 4個以上 受信素子数 4個以上

渓スワス意饗担ll課長島iま‘マノレ之ビーム意義興課長島ゑzw時 式 iiント7吋 ト9J意
集測深』議~露嘉子裳がi11割以よの た の iこ腿免._j之島、itJiこ鳳主主 しエ悠尽tiJJ.
の安い.2".

2-2-8 成果品 2-2-8 成果晶
諸基準の改定に伴う変更

I測量 51

(3)資料 (3)資料

(7)航跡図(原図) (7)航跡図(原図)

(イ)測定帳簿(測角簿、測距簿、測深簿、測深誘導簿、検潮簿、基準点計算簿) (イ)測定帳簿(測角簿、調l距簿、測深簿、調j深誘導簿、検潮簿、基準点計算簿)

(ウ)祖.~定記録(音響測深記録、電波又は&ぶII測位記録、検潮記録) 。)測定記録(音響測深記録、電波又はゑ~測位記録、検潮記録)

qo 



水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁

I測量-51-52

(新)令和4年 10月版改訂

主主liJ;L走路Jl!1J.量及11.よれiミ!'f!'.:f_7，>_i!l1量1;盟主2.二股血裏彊1:艮P蕊 -'Ltゑ ι支_'{)... ー

~息股

なた&議集点測.. 

ム 点絵本属暴ぷま泉お忠弘之詰ヰ刻暴薬業向.，.L.及淑--L点銭本属暴芯京農お鳳ゑ通』耳
するものとする。

~怠遡~
t産量乱笠i主 > _ Þ.:-_:~::L測量1主主__'l.一良湖主適用L士一盈1>-(1).ーと:_1:20_

~ぷ涙測.. 

ゑふ&よ之ゑ"'-
のパ.，___-..;..""'" IJ:J:I bT:lI， "'"'lr-;r-r. T~ 喝 、-!-iJl の

よ之ゑιふ匁揚念議ゑ蕊議ゑ銑為広広奴L之裁ゑエ誌与ムゑぷ』
お鴻蒜ゑ民』ぷ鳳忽属薦議ゑ江主滋念んぷ属ふ思議易蒜線ふ属aふ測定本ゑふβぶえゑ』
込ほ蒜煮昆Ja凱混£認録ょん溺ヱ広本漠ふ必読ぶ箆広ゑゑゑ集鳳ゑ藤義呉振念民弘広

l 乙 tけ f ない

.L一住業会i主I:l:，2-2:..5__7，I主主主測量ー_lL_測良Gl.L生業ゑ佐玄適用lt..2._t_(1).ーとー玄.h.

(旧)令和 3年 10月版

4 

摘要

諸基準の改定に伴う追加



水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁 (新)令和4年 10月版改訂 (旧)令和 3年 10月版 摘要

I測量 52-53
諸基準の改定に伴う追加

表 2-2未測深幅

森監蹴 鎚務総 本灘涜臨場

展覧陣3草潟或讃見擾念 康膨器提骸恕齢

L-A 縮 工彦観 劇棋院 .9.ro 
スロス意翻峨

賜 エ彦期開表 2血

ζ且』量 象意工最期協議 &思

袋恋魁わのbのiと3誠阪急i
ゑ刻奴幾歳 .ru且

ぷ誕昆 揚 エ彦鵠麟 .1JJ且

職浪掲脱 委案主意鵬開表 姦謀 総

ゑ見周辺 段な撃がわの私のtこ よえ耳主

ゑ辺臨 仏

ゑ刻版幾歳 25m 

ゑ処財嫁 ~概 向島お羽銀!i&

甑 持母U3息

lìfJ.il!L及rl.i:_"2~位近aー

&品ぷ怠ゑ誌弘法造匁弘義憲惣築a政志庇G狐ゑ忠義企ι抜本£ゑゑふよ主族議エ之ゑ測涙車t
周E量生設乏し!，;._位h11!1_?_~l..:'._

F
h
u
 



水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁 (新)令和4年 10月版改訂 (旧)令和 3年 10月版 摘要

I測量-53-54 諸基準の改定に伴う追加

~山森涙測.
Z住，n_ìJ!~量14:~_ _7:士Eーーー_2惚並L量玄適J自主主U.l.Ðーと主ムー

ゑぶじh

込湖威鳳β禁忌《

③員証よ測位忘J主、ーI二JXI.'，LIQJ

みと..Q.国周j主」航跡周よlQi哩よ二とーとー土2Rー

Ð'#j~，主賓J;;:j走塁在とふ;なし位hlUt_らーな Y~D _

公湖援態.i1f:

6 



水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁

I測量-53-54

(新)令和4年 10月版改訂

込湖滋鳳

③5乏注賓1~.>_.i!!1J.翠海主主恩泣~l毒血ß.生記λ\'-_，-経緯底値及QÆ.il正直金庫主事足底擾鑑

5是主主主比_1主監視4量穿ヱ役員hlヒA<.抵ー海岸L緩，_讐深良型~~1育裂を位置及v:'f;Jn飽

ゑ本心h

k~埴牧Zz _1.!kと支_{1~ー

泰弘法怠灘暴禁ふ

なむ~11~山鹿~

必要玄蹴んふ 妹ゑふふゑぷぷ&臥ゑおじ

_:L3乏注主J主主、」表基弘と_1よ~l;J員Ii盈f号室主主記載ーJ"，~た譲貸葺JkV._図面3乞住居lì. .k. _宣毛主主

込ほ民ゑ意

ふM
ょ調義援底

ふ調ゑ瓢恩

ょ調義広暴風

ふ調義議主主

ふ調広本法

ょ調ゑ鼠ゑよゑ五

島鴻正証

ょ拠法鳳

(旧)令和 3年 10月版

7 

摘要

諸基準の改定に伴う追加



水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁 (新)令和4年 10月版改訂 (旧)令和 3年 10月版 摘要

I測量-55-56
公ふA涼感暴

諸基準の改定に伴う追加

ょ薦議底ゑ込ム

二捻在費IJjJ毒主主担t定感JLC基杢Z住!t'j裏金設置、

ふ易業属蕊宴i!

.メタ情報記録

込ふA直進主主

足弱鳳窓よ偽

2-3-12 恩義

民&ゑ怠ぷ"-

_:LJ思査法館主主1釘..2思L査i主 > _ 1t:J三揖 lf_T.1亙.lJiÎ.と:t_T.1~ー

J.m託在資括主一社画資括主主との整会:佳
島鴻ゑ惣匁適法主主

。。



水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁 (新)令和4年 10月版改訂 (旧)令和3年 10月版 摘要

I測量-56 
2-丘 流況調査 2-3 流況調査

項目番号の修E
2-4-1 適用の範囲 2-3-1 適用の範囲

2-.1-2 観測機器 2-3-2 観測機器

2-.1-3観測 2-3-3 観測 諸基準類の改定に伴う追加

L2主翼|最におい志 GNSS g:集品玄ゑ援金は為 当藤~訟の表蕊区議iこおいてなった猿患

の薦議結E長女盟主~集鹿史意志調棄臓忌iこ暴品 し 涌 丞義主主主主張 ':l: ß l1 f，j; ~ tlいa

項目番号の修正

2-.1-4 観測結果の整理及び解析 2-3-4 観測結果の整理及び解析

2-.1-5 成果品 2-3-5 成果晶

I測量 57 2-.1-6照査 2-3-6照査

2-.2.. 水質調査 2-4 水質調査
2-5-1 適用の範囲 2-4-1 適用の範囲

2-i-2 観測機器 2-←2 観測機器

2-i-3 採水・観測 2-4-3 採水・観測
諸基準類の改定に伴う追加

3.受託者は、関係、法令等に定める規定量の資料を採水し、採水地点、水深、年月日ι時間及Q 3.受託者は、関係法令等に定める規定量の資料を採水し、採水地点、水深、年月日及び時間の記

集象・浅草島の記録を行うものとする。 録を行うものとするロ

項目番号の修正

2-i-4 水質試験 2-4-4 水質試験
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水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁 (新)令和4年 10月版改訂 (旧)令和 3年 10月版 摘要

I測量ー 58 表 2-3 水質試験方法 表 2-3 水質試験方法
3-13-1  

試験項目 試験方法 試験項目 試験方法 諸基準類の改定に伴う変更

気 温 J1SK 010'2 7.1 気温 JISK 0102(2013)7.1 

水 温 JISK 010，2 7.2 現 水 温 JISK 0102(2013)7.2 

色 相 JIS標準色標 場 色 相 JIS標準色標

測 気 JISK 010，2 10.1 測 臭 気 JISK 0102(2013)10.1 

塩 分海洋観測騨十 5.3 定 塩 分海洋観測指針 5.3

項透 明 度海洋観調肱誰十 3.2 項透 明 度海洋観祖u指針(1999)3.2

濁 度 J1SK 0101ゑみゑふ9.4又は水中濁度計百子1D 目 濁 度 JISK 0101(2013)9.4又は水中濁度計 WC-1D

水素イオン濃度 (pH) 1 JIS K 010，2 12.1忍はガ芝ス憲議議 水素イオン濃度 (pH) 1 JIS K 0102(2013)12.1 

溶 存 酸 素 (DO) 1 JIS K 010232JE良原膜慧嬢諒ままLA使者裳式センit 溶 存 酸 素 (DO) IJIS K 0102(2013)32 

生物化学的酸素要求量 (BOD) 1 JIS K 010，2 21 生 生物化学的酸素要求量 (BOD) IJIS K 0102(2013)21 

化学的酸素要求量 (COD) 1 J1S K 010，2 17 活 化学的酸素要求量 (COD) IJ1SK 01020013)17 

浮 遊 物 質 (SS) 環告第59号付表'.J!.. 環 浮 遊 物 質 (SS) 環告第59号付表8

大 腸 菌 群 数環告第59号思表2 境 大 腸 菌 群 数環告第四号別表2.1.1備考4

全 窒 素 JISK 0102452、45.3』 45.4又は.45.6 項 全 窒 素 JISK 0102(2013)45.2、45.3又は45.4

全 り ん JISK 010246.3 目 全 り ん JISK 0102(2013) 416.3 

n ーへキサン 抽出物質環告第59号付表14忍煤悪意気6~t付泰4 n ーへキサン 抽出物質環告第59号付表9

亜鉛 JISK 010253 亜鉛 JISK 0102(2013)53 

カドミウム J1SK 010255.2‘ ~Lは55.4 カドミワム JISK 0102(2013)55 

全 シ ア ン J1SK 010238. 1. 2及び'38.2又は38. 1. 2及V38.3芸は38. ~4238.5 全 シ ア ン JISK 0102(2013) 38.1. 2及び38.2又は38.1.2及び38.3

健鉛 J1SK 010254 健鉛 JISK 0102(2013) 54 

六価クロム JISK 010265.2 六価クロム JISK 0102(2013)65.2 

枇 素 JISK 010，2 61. 2又は61.3お謀A 枇 素 JISK 0102(2013)61.2又は61.3

康総 水 銀環告第59号付表2 康総 水 銀環告第59号付表1

ア ノレ キ ノレ 水 銀環告第59号付表3 ア ノレ キ ノレ 水 銀環告第四号付表2

ポリ塩化ピフェニーノレ (PC 環告第59号付表4 ポリ塩化ピフェニーノレ (PC 環告第四号付表3

項 B) 項 B)

ジクロロメタン JISK 0125 5. 1、5.2又は5.3.2 ジクロロメタン J1SK 0125(1995)5.1、5.2又は5.3.2

四塩化炭素 JISK 0125 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は55 四塩化炭素 JISK 0125(1995)5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5

目 1. 2ージタロロエタン JISK 0125 5.1、5.2、5.3.1又は5.3.2 目 1. 2ージクロロエタン JISK 0125(1995)5.1、5.2、5.3.1又は5.3.2

トリクロロエチレン J1SK 0125 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は55 トリクロロエチレン JISK 0125(1995)5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5

テトラクロロチェチレン J1SK 0125 5. 1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5 テトラクロロチェチレン JISK 0125(1995)5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5

等 1.1ージクロロエチレン J1SK 0125 5.1、5.2又は5.3.2 等 1.1ージクロロエチレン JISK 0125(1995)5.1、5.2又は5.3.2

シスー1.2ージクロロエチレン JISK 0125 5.1、5.2又は5.3.2 シスー1.2ージクロロエチレン JISK 0125(1995)5.1、5.2又は5.3.2

1. 1. 1ートリクロロエタン JISK 0125 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は55 1 1 1 11.1.1ートリクロロエタン JISK 0125(1995)5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5

1. 1. 2ートリクロロエタン JISK 0125 5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は55 1 1 1 11.1.2ートリクロロエタン JISK 0125(1995)5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5

1 . 3 ジクロロプロベン J1SK 0125 5.1、5.2又は5.3.句2 1 . 3 ジクロロプロベン JISK 0125(1995)5.1、5.2又は5.3.1

チ ウ ラ ム環告第59号付表5 チ ウ ラ ム環告第四号付表4
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水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁 (新)令和4年 10月版改訂 (旧)令和 3年 10月版 摘要

3-2 3-2 
試験項目 試 験 方 m 試験項目 試 験 万 伝

I測量 59 シ 可否F ジ ン環告第59号付表'.5，.の第1又は第2 シ てず ジ ン環告第59号付表5の第1又は第2 諸基準類の改定に伴う変更

チオベンカノレブ 環告第59号付表ゑの第l又は第2 チオベンカルブ 環告第59号付表5の第1又は第2
健
ベ ンゼン JIS K 0125 5. 1、5.2又は5.3.2

健
^ ン ぜ ン JISK 0125 (1995) 5. 1、5.2又は5.3.2

康
セ レ ン JISK 0102 67.2又は67.3必掠A

康
セ レ ン JISK 0102 (2013) 67.2又は67.3

項
JIS K 0102 43. 2. 1、43.2.3又は43.2.5(.硝酸性)

項
JIS K 0102 (2013) 43. 2. 1、43.2.3又は43.2.5(.硝酸生)

目硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
JIS K 0102 43. 1 (亜硝酸性)

目硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
JIS K 0102 (2013) 43. 1 (亜硝酸性)

等
ブ 素 JIS K 0102 34. 1又は環告第四号付表:J..

等
フ 素 JIS K 0102 (2013) 34. 1又は環告第四号付表6ツ ツ

ホ ワ 素 JIS K 0102 47. 1若しくは47.3又は.47.4 ホ ウ 素 JIS K 0102 (2013) 47.1若しくは47.3又は環告第四号付表7

1 ， 4 ージオキサン 環告第9号付表草 1 ， 4 ージオキサン 環告第9号付表7

フ コζ ノ 一 ノレ 類 JIS K 0102 28. 1 フ コ巳 ノ 一 Jレ類 JIS K 0102 (2013) 28. 1 特
銅 JIS K 0102 52. 2. 52. 3， 52.4忍は52.5

特
銅 JIS K 0102 (2013) 52. 2 

殊
鉄 (溶解性〕 JIS K 0102 57. 2~忌i土57.4

殊
鉄 (溶解性) JIS K 0102 (2013) 57.2 

項
て~ ン ガ ン(溶解性〕 JIS K 0102 56. 2~弘 56.棋は56.5

項
てF ン ガ ン(溶解性) JIS K 0102 (2013) 56. 2 

目 ク ロ ム JIS K 0102 65. 1 目 タ ロ ム JIS K 0102 (2013) 65. 1 

有 機 イじ a口h 物
環告知号付表1又はパラチオン、メチルパラチオン若しく出到はJISK 0102 

有 機 化 l仁h3、 物
環告知号付表1又l土パラチオン、メチノレゾミラチオン若しく出到出ISK 0102 

(2013) 31. 1 (ガスクロマトグラフ法を除く)、メチノレジメトンは環告 (2013) 31. 1 (ガスクロマトグラフ法を除く)、メチルジメトンは環告

第64号付表2 第64号付表2

アンモニア性窒素 JIS K 0102 42. 2、42.3又は42.5必謀以 アンモニア性窒素 JIS K 0102 (2013) 42.2、42.3又は42.5

ク ロ ロ ホ ノレ ム JIS K 0125 5. 1、5.2又は5.3.1 ク ロ ロ ホ ノレ ム JIS K 0125 (1995) 5. 1、5.2又は5.3.1

トランスー1、2ージクロロエチレン JIS K 0125 5. 1、5.2又は5.3.1 トランスー1、2ージクロロエチレン JIS K 0125 (1995) 5. 1、5.2又は5.3.1

1 . 2ージクロロプロパン JIS K 0125 5. 1、5.2又は5.3.1 1 . 2ージクロロプロパン JIS K 0125 (1995) 5. 1、5.2又は5.3.1

要 p ージクロロベンゼン JIS K 0125 5. 1、5.2又は5.3.1 要 p ージクロロベンゼン JIS K 0125 (1995) 5. 1、5.2又は5.3.1

イソキサチオン 環水規第121号付表1の第1又は第2 イソキサチオン 環水規第121号付表1の第1又は第2

ダ イ ア ジ ノ ン環水規第121号付表1の第1又は第2 ダ イ ア ジ ノ ン環水規第121号付表1の第1又は第2

プェニトロチオン 環水規第121号付表1の第1又は第2 ブェニトロチオン 環水規第121号付表1の第1又は第2

監 イソプロチオラン 環水規第121号付表1の第1又は第2 監 イソプロチオラン 環水規第121号付表1の第1又は第2

オ キ シ ン 銅 環水規第121号付表2 オ キ シ ン 銅 環水規第121号付表2

クロロタロニノレ 環水規第121号付表1の第1又は第2 クロロタロニノレ 環水規第121号付表1の第1又は第2

プ ロ ヒ。 ザ 、、、 ド環水規第121号付表1の第1又は第2 プ ロ ピ ザ 、、、 ド環水規第121号付表 1の第1又は第2

視 E P N 環水規第121号付表1の第1文は第2 視 E P N 環水規第121号付表 lの第1又は第2

ジ タ ロ ノレ ボ ス 環水規第121号付表1の第1又は第2 ジ ク ロ ノレ ボ ス 環水規第121号付表lの第1又は第2

フェノプカルプ 環水規第121号付表1の第1又は第2 フェノプカルプ 環水規第121号付表1の第1又は第2

イプロベンホス 環水規第121号付表1の第1又は第2 イプロベンホス 環水規第121号付表1の第1又は第2

項 クロノレニトロフェン 環水規第121号付表1の第1又は第2 項 クロノレニトロフェン 環水規第121号付表1の第1又は第2

ト ノレ ニE ン JISK 0125 5. 1、5.2又は5.3.2 ト ノレ コニ ン JISK 0125 (1995) 5. 1、5.2又は5.3.2

キ シ レ ン JISK 0125 5. 1、5.2又は5.3.2 キ シ レ ン JISK 0125 (1995) 5. 1、5.2又は5.3.2

フタノレ酸ジェチノレヘキシノレ 環水規第121号付表3.1又は3.2 フタ Jレ酸ジェチノレヘキシノレ 環水規第121号付表3.1又は3.2

目ニ ツ ケ ノレ JIS K 0102 59. 3又は環水規第121号付表4、付表5 目ニ ツ ケ ノレ JIS K 0102 (2013) 59.3又は環水規第121号付表4、付表5

唱
目
目
晶

唱
目
目
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水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁 (新)令和4年 10月版改訂 (旧)令和 3年 10月版 摘要

3-3 3-3 
I測量-60 

試 験 項 目 試 験 方 法 試 験 項 目 試 験 方 法

モ リ プ T ン JISK 0四回.2又印刷場第121号付制、付表5 モ リ プ アJ ン JISK 0102 (2013) 68. 2又は劇〈規第121号付表4、付表5 諸基準類の改定に伴う変更

要 ア ン チ モ ン環水企発第棚お1∞3号、環水土無40331慨号付表5の第1、第2又は第 要ア ン チ モ ン環水企発第040331∞3号、環水土第040331005号付表5の第l、第2又は第

監 3 監 3 

視 塩化ピニノレモノマー 環水企発勝40お1∞3号、環水企発第国Oお1∞5号付表1 視 塩化ピニノレモノマー 環米企発第)40331∞3号、環水企発鯨胸部1∞5号付表1

項 エピクロヒドリン 環水企発蜘40331∞3号、環水全発第国0331005号付表2 項 エピクロヒドリン 環水企発策)40331∞3号、環水企発第叩お1∞5号付表2

目 1. 4 ージオキサン 環水企発第胸部1∞3号、環水企発第040お1∞5号付表3の第1又は第2 目 1. 4 ージオキサン 環水企発第)40331∞3号、環水企発類別お1∞5号付表3の第1又は第2

全 てヨP ン ガ ン JISK 0102 56.2、56.3、56.4文は田，.5 全 てヨF ン ガ ン JISK 0102 (2013) 56. 2、56.3、56.4又f'j:56.5

ウ フ ン環水企発第040331∞3号、環水企発第040331005号付表4の第l、第2 ウ フ ン環水企発第040331003号、環水企発第040331005引寸表4の第l、第2

ペノレフノレ衣ロオグ ンス川辺紘 加ノレフル之ロオク之識 」会担諒 又は第3

.rU!U!義政踏繍∞5281ゑ 駄掛灘m5282抵鴎 (注) r環告第四号」とは、 「水質汚濁に係る環境基準についてJ (環境庁告示第四号 昭
(注) r環告第四号」とは、 「水質汚濁に係る環境基準についてJ (環境庁告不第四号 昭 和46年12月28日)を示すロ

和46年12月28ß ..._，g与lË: 豪易Jt告示袋~まま感31æ.3H20日jを示すロ 「環告第64号」とは、 「排水基準を定める省令の規定に基づく環境大臣が定める排水基準に

「環告第64号」とは、 「排水基準を定める省令の規定に基づく環境大臣が定める排水基準に 係る検定法方法J (環境庁告示第64号 昭和49年9月30日)を示す。

係る検定法方法J (環境庁告示第64号 昭和49年9月30日a 自主正 哀易35告示袋ll!主釆 「環水規第121号」とは、 「水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準の測定方法及

感3P251!:_3l! 20目)を示す。 び要監視項目の測定方法J (環水規第121号 平成5年4月28日)を示す。

「環水規第121号」とは、 「水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準の測定方法及 「環水企発第040331003号、環水土第040331号」とは、 「水質汚濁に係る人の健康に関する

ぴ要監視項目の測定方法J (環水規第121号 平成5年4月28日当 蕗正: 袈奏管69主主58 環境基準の施行等について(通知)J (環水企発第040331003号、環水企発第040331005

~月 J11L)を示す。 号平成16年3月31日)を示す。

「環水企発第040331003号、環水士第040331号」とは、 「水質汚濁に係る人の健康に関する

環境基準の施行等について(通知)J (環水企発第040331003号、環水企発第040331005

号平成16年3月31日)を示す。

「麓Z民本ZJSあ築2005281ゑ〉懇本本よ態2005282主主」主はふ 「率第誌類iこ袋五ムの箆底の録護
~嵐丈ゑ裳境義筆の旗工筆ßついて {通忽.L.LJ家進本恋王監笈2005281草、 表森本よ第2

005282主主合和~日」 定示.::t..

2-2-5 誌験機関 2-4-5 試験機関
項目番号の修E

I測量 61 

2-2-6 観測結果の整理及び解析 2-4-6 観測結果の整理及び解析

2-2-7 成果晶 2-4-7 成果晶

2-2-8照査 2-4-8 照査

12 



水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)
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I測量-61 
2一怠 底質調査 2-5 底質調査

項目番号の修E

2-~-1 適用の範囲 2-5-1 適用の範囲

2-~-2 調査機器 2-5-2 調査機器

2-~-3 採泥・観測 2-5-3 採泥・観測

2-~-4 底質試験 2-5-4 底質試験

q
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水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁 (新)令和 4年 10月版改訂 (旧)令和 3年 10月版 摘要

表 2-4 底質試験方法 表 2-4 底質試験方法
I測量_62 

2-1 2-1 
諸基準類の改定に伴う変更

溶出試験 含有量試験 溶出試験 含有量試験
誤験項目 誤験項目

試験方法 摘要 試験方法 摘要 試験方法 摘要 試験方法 摘要
女ルキル村喜首位合 師雌奔ヨ2月~13環霜宇長薄弱号似 1宅泥剥ま 眼前回個別日環麹芳組幻号法質調査 要議鴎 丹時プv~首位合 崎被奔ヨ2月2日日環霜苛訪等靭号似 1宅泥オ唖主 昭和詳四月日日1葉興芳祖zl号倍讃調査 最終改iE:

物 下「環告策時」という。)付者扱び 土砂、廃駿 方法I);J下脂質調査境担という。) 息忽見 物 下「環捕時」という。)付表2及び 土砂、廃竣 方法I);J下「底讃調査域担という。) 昭和鋲再

lIBf雌持草月初日現兎宇宙滞梅4号似 廃アルタリ 1I.5.込五 明祖師月a晴鮪頴和号似 廃アルタリ 11.5.2 月B日

下「環告融問という。 H按 3 下嘆浩策註号1という。)f靖3

水銀又はそ叫白合 環鵠靭号付言受 底額調査様去:1I.5.込よ 摘閉まその化合 環官第P号付表1 底績調査方法11.5.1

物 物

カドミウム苅まそ JIS K 011回日 底質調査措E弘 カドミウム苅土そ JIS K O1aω'13)田 底質調車措11.6

制蛤物 の化合物

量眠はそのfb合物 JIS K 011回54 底質調査措E持 髭況はその化合物 JIS K O1aω1訪日 底質調車措11.7

有税桝七合物 環告第随所4安1瑚 18K 01a 31.1 有舗網白合物 環官策迅噺告表1刃苅ISK m但ω1

のうちガスクロマトグラフ齢別のもの 3) 31.1のうちガスクロマトグラブ港以

〈メ現IV:/メト川こあって}靖雄謀説号 列のもの(メ現Fレジメト:.1こあってj'j勧

付表2) 告策迅号制安2)

対面クロム化合物 JIS K 01也民2 底質調査放去:1I.1:>'3 メ緬クロム化合物 JIS K O1aω'13)伍 2 底讃調査措11.1:>'3

ひ索又はその化合 JIS K 01位 61 底績調査措E以 v索苅土その化合 JIS K O1a(:D13) 61 底讃調査措11.13

物 物
、万L化合物 JIS K m位沼 底質調査措:II.!J! 、刀Lイ白合物 JIS K 011但ω1①沼 底績調査方法11.14

ただいa.1.1撒く ただしa.1.U措く
PCB |務場扮号付謁又悶18K似指) 底質調査雄:1I.l?，j PCB |環告第恐号付裁i苅訂18Kα間信瑚 底質調車措11.15

有楊組素化印防 環告第14号昔懐lほ射Sる立法 d鵜第五 有梯臨素化岱陶 輔副僧月17日環霜完崩事担4号 最総攻正: 環告第14号矧康1ぽ告すaる方法

一5瓦忍:p慈E自己
jJl康1 帯都僧月

初日

銅又はその化合物 JIS K 011位 52 底質調査描E以 鋳双はそのfb合物 JIS K O1aω'13)盟 底質調査措11.8

強制まその化合 JIS K 011回国 底質調査措:II.M 車車国土その化合 JIS K 0Ia(:D13)日 底質調査措11.9

物 物

ふっfr動 JIS K O1a 34 ふっイt鋤 耳SK m包(:D13)34 

トリクロロエチレ 務課4息抜2おお18K 01255.1、 点務拡 トリクロロエチレ 耳SK 0125(r鮪)邑1、目、5.3.1、

ン 且2、且旦1、且4.1又1'J5.5
JE且忍司P怒EZE 

ン 5.41刃誌5

テトラクロロヱチ JIS K 0125(r霊紛且1、丘2，5. 3.1、

ァトラクロロエチ 環器態4S駿2おお18K 0邸5.1、 レン 5.41又1'J5.5
レン 5.2、5.3.1、5.41又1'J5.5 ベリリウム苅土そ 開部情月17日1製麹宇宙示飽3号 最総支正:

ベリリウムJ{fまそ 菊議毅掲額 融臨ん の化合物 忠康5 哨菰併F4

の{白合物
設;lQIl_援怠占L 月24日

クロム苅土そ叫己 JIS K O1aω'13)伍 l 底質調査馳1I.1?1

クロム又はその化 JIS K 011位65.1 底質調査措II.~ 合物

合物 ーツ勿v)Oまその JIS K O1aω'13)四
ーツケノほはその JIS K 011位田 化岱防

化合物 パナジウムJ{fまそ JIS K O1aω'13)初

片ナジウムJ{fまそ JIS K 011回70 の化合物

の{白合物
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水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁 (新)令和4年 10月版改訂 (旧)令和 3年 10月版 摘要

2-2 2-2 
I測量-63 

溶出試験 含有量試験 溶出試験 含有量試験
諸基準類の改定に伴う変更

誤験項目
試験方法 摘要 試験方法 摘要

記験項目
試験方法 摘要 試験方法 摘要

ジクロロメタン JIS K 0125 5.1、丘2""，5.3.2，辺義弘 ジクロロメタン JIS K 0邸5.1、5.2""，5.3.2，辺義弘

四割防諌 環器4揚!騒忍那 K0邸 E 四割路環 環器4環!鹿裁那 K0邸 E

1、5.2、5.3.2、5.4-1又j$.5 1、5.2、5.3.2， 5.4.1)召誌5

12ージクロロエタ JIS K 0凶旦1、5.2""，5. 3.k_ 12ージクロロエタ JIS K 0回目、 5.2""，5.3.k_

ン 又出4.1 ン 刃j5.4.1

uージクロロごむチ JIS K 0四刷、且2""，5.3.k_ 1.1ージクロロヱチ JIS K 0125 5.1、丘2""，5.3.k_

レン 又jj5.4.1 レン 刃主主4.1

シ叉ー-1.2ージクロ JIS K 0四日、且2""，5.3.k_ シラえー1.2-ジクロ JIS K 0125 5.1、丘2..... 5. 日

ロエチレン 又jj5.4.1 ロエチレン 刃主主4.1

111トリクロロ 務課4揚!騒ぷおISK 0四且 11.1トリクロロ 離課4揚!騒辺高JISK 0凶 E
エタン l、且2、5.3.2、且4.1又j$.5 エタン 1、口、邑3.2， 5.4.1刃j5.5

1L2ートリクロロ 環器4揚!展覧却ISK 0邸 E 1L2ートリクロロ 環器4揚!殿辺郡 K0邸 E

エタン l、5.2、5.3.2、5.4.1又jj5.5 エタン 1、目、5.3.2， 5.4.1)Gj5.5 

L3ージクロロフ恒 JIS K 0邸5.1、5.2、5.3.k_おゑi 13ージクロロプロ JIS K 0邸5.1、目、5.3.是認義弘

r、:，y l ペン 1 

チウラム 環告知号付言受 チウラム 環跨師号制君愛

シマジシ 環白蜘号付重量 シマLえ/ 環曽駒号制君愛

チオ~ぐカルグ チオベLぐカノLグ|再口車Mす l'H司巳 |再開閉?刑事犯

ベンぜン JIS K 0125且1、且2邑3.2又jj5.4.2 ベンぜン JIS K 0125且1、丘2，邑3.2又jj5.4.2

セレン JIS K 011位 67.2 セレン 耳SK m匂 67.2

!t:_イ捻 ン調 蹴量4隷臨E阻 審議筆書環!底 鈎 オキγd匙お 轍臨ん 託子i誌~E 務謀4藷翻耳llJme 弱議認識J底ほえオキン認定善意 轍臨ん
a援寂競漉民ニュz!.レ館五見1箆

議ぷ忍哀見調
減鶏鎗態馬記ニュz!.レ鳥越焼事

沼且 JIS K m也 7回世ずる土絵 旋狙 JIS K 01位 7ぼ告ずるが去

混色 事筋窃斡自主婦とよる 混色 糊麟自主鍋乙よる

坤療イオン漉主 喫顛鯨波長J!"li ホ察イオン漉主 喫顛蔵弱視A4

(p同 (p団

他勃包顛事徐量 底質調配措II..，i1 イ~尚包鱒震抹量 底欝融先法Eムエ
(CODsed)過マ (CODse占過マ

〉つザ〉骸狗リウム ン主1'-1勤リウム

による酸粛噂軽量 による酸穀爆撃量

硝働 (T-S) 底讃調査場:1I._i!l 繭醐 (T-S) 底臨踏鵡H必

強報減量t(I-υ 底質調査放去1I.4，l 強報減量(I-L) 庭問主措II.4，l

密主止士富島 JIS A 1202 密室批富島 JIS A 1m 

制議甑民 JIS A ~ 世掛目成 JIS A 1~ 

1，←均キサン 環器4撮I鴎 7 1，←ジオキサン 袈崩量4揚射塞7

民

υ
唱
目
目
晶



水産土木工事共通仕様書(令和 4年 1 0月) 新旧対照表(令和 4年 1 0月 1 日以降入札の工事より適用)

掲載頁 (新)令和4年 10月版改訂 (旧)令和 3年 10月版 摘要

2-~-5 試験機関 2-5-5 試験機関
I測量-64 項目番号の修E

2-~-6 観測結果の整理及び解析 2-5-6 観測結果の整理及び解析

2-~-7 成果晶 2-5-7 成果晶

2-6-8 照査 2-5-8 照査

I測量-64 2-2. 環境生物調査 2-6 環境生物調査 諸基準類の改定に伴う変更
I測量-65 

2-1-1 プランクトン調査 2-6-1 プランクトン調査

4.試料の固定 4.試料の固定

(1)受託者は、採水器を引き上げた後、試料を標本瓶に入れ、速やかに固定し、併せ (1)受託者は、採水器を引き上げた後、試料を標本瓶に入れ、速やかに固定し、併せ

て、 設記品慾震に広 めのgh32揚合主クロロフィルa測定用試水を別途標本瓶に入れ て、クロロフィルa測定用試水を別途標本瓶に入れ保管するものとする。

保管するものとする。 (2)受託者は、プランクトンネットを引き上げた後、ただちに試料を標本瓶に保管し、

(2)受託者は、プランクトンネットを引き上げた後、ただちに試料を標本瓶に保管し、 生体試料として用いる場合を除き、速やかに固定するものとする。

生体試料として用いる場合を除き、速やかに固定するものとする。 5.試料の同定・分析

5.試料の同定・分析 (1)受託者は、試料の同定・分析を試料の前処理(濃縮)、沈殿量の測定、種の同定

(1)受託者は、試料の同定・分析を試料の前処理(濃縮)、沈殿量の測定、種の同定 -個体数(細胞数)の計数の手順で行うものとするロ

-個体数(細胞数)の計数の手順で行うものとする。 (2)受託者は、クロロフィルaの測定を測定・分析手引き書(海洋観測指針)に従つ

(2)受託者は、 設語体長長蓑に辱 めの&32場合通 クロロフィノレaの測定を測定・分析手 て行うものとする。

引き書(海洋観測指針)に従って行うものとする。

1 iJiJ量-65 2-1-2 卵・稚仔調査 2-6-2 卵・稚仔調査 項目番号の修正
項目番号の修Eに伴う修E

7 成呆品 7.成果品

成果品は、 2ー7-112ンク 上ン現真集:uEに準ずるものとする。 成果品は、 2-3-5感ゑ品に準ずるものとする。

8 照 査 8.照 査

(1)受託者は、設計図書に定めのある場合、照査技術者により照査を行うものとする。 (1)受託者は、設計図書に定めのある場合、照査技術者により照査を行うものとする。

(2)照査は、 2-1-1プランクトン調査第8項に準ずるものとする。 (2)照査は、 2-6-1プランクトン調査第 8項に準ずるものとする。

I測量 66 2-1-3 底生生物調査 2-6-3 底生生物調査

7 成果品 7.成果品

成果品は、 2-7-1プ乏ンク 上ン麹奏態:u互に準ずるものとする。 成果品は、 2-3-5感ゑ品に準ずるものとする。

8 照 査 8.照 査

(1)受託者は、設計図書に定めのある場合、照査技術者により照査を行うものとする。 (1)受託者は、設計図書に定めのある場合、照査技術者により照査を行うものとする。

(2)照査は、 2-1-1プランクトン調査第8項に準ずるものとするロ (2)照査は、 2-2-1プランクトン調査第 8項に準ずるものとするロ

16 



水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁 I (新)令和4年 10月版改訂 (旧)令和 3年 10月版 摘要

I測量 66 I 2-Z-4 付着生物調査
I測量ー 67

2-6-4 付着生物調査
項目番号の修E
項目番号の修正に伴う修正

7 成果品

成果品は、 之とムぷ之ぷふムぷ現套..JUl莞に準ずるものとする。

8 照査

(1)受託者は、設計図書に定めのある場合、照査技術者により照査を行うものとする。

(2)照査は、 2-:(，-1プランクトン調査第8項に準ずるものとする。

7.成呆品

成果品は、 品二3二之裁ゑ品に準ずるものとする。
8.照査

(1)受託者は、設計図書に定めのある場合、照査技術者により照査を行うものとする。

(2)照査は、 2-2-1プランクトン調査第 8項に準ずるものとするロ

2-Z-5 薫場調査 2-6-5 薫場調査

I測量 67 

7 成果品

成果品は、 たたムぷ之ぷふムぷ現泰明ぷ .J.l棄に準ずるものとする。

8 照査

(1)受託者は、設計図書に定めのある場合、照査技術者により照査を行うものとするロ

(2)照査は、 2-:(，-1プランクトン調査第B項に準ずるものとするロ

7.成果品

成果品は、 品二3二ι必ゑ品に準ずるものとする。
8.照査

(1)受託者は、設計図書に定めのある場合、照査技術者により照査を行うものとする。

(2)照査は、 2-2-1プランクトン調査第 8項に準ずるものとする。

I測量 -67 

2-Z-6 魚介類調査 2-6-6 魚介類調査
項目番号の修E
項目番号の修正に伴う修正

7.成果品

成果品は、 ~二Lぷ之ぷ乙ムぷ規套日誌:IJ嘉に準ずるものとする。

8 照査

(1)受託者は、設計図書に定めのある場合、照査技術者により照査を行うものとする。

(2) 照査は、 2-:(，-1プランクトン調査第8項に準ずるものとする。

7.成呆品

成果品は、 之とL感ゑ品に準ずるものとする。
8.照査

(1)受託者は、設計図書に定めのある場合、照査技術者により照査を行うものとする。

(2)照査は、 2-2-1プランクトン調査第 8項に準ずるものとする。

マ
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水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁

E調査ー 7

E調査 8 

E 

(新)令和4年 10月版改訂

調査業務共通仕様書

1総則

1-5 調査地点の確認

2.受託者は、調査業務において、地下埋設物(電話線、送電線、ガス管、上下水道管、 為之二二

之と』その他)が予想される場合は、業務担当員に報告し、関係機関との協議の上現地立会い

を行い、位置、規模、構造等を確認するものとする。

1-8 管理技術者

3. 管理技術者は、技術士(総合技術監理部門(業務に該当する選択科

目)又は業務に該当する部門)又はこれと同等の能力と経験を有する技

術者、あるいはシピルコンサルティングマネージャー (RC CM)の資

格保有者であり、日本語に堪能(日本語通訳が確保できれば可)でなけ

ればならない。

1-9 提出書類

3.受託者は、契約時又は変更時において、契約金額100万円以上の業務について、業務実績情報シ

ステム(テクリス)に基づき、受注・変更・完了・訂正時に、業務実績情報を「登録のための

確認のお願い」により業務担当員の確認を受けた上、受注時は契約締結後、 15日(休日等を除

く)以内に、登録内容の変更(r委託期間J r技術者(管理技術者等)Jの変更)時は変

更があった日から、 15日(休日等を除く)以内に、完了時は完了検査合格後、 15日(休日等を

除く)以内に、訂正時同直宜、登録機関に登録申請をしなければならなしL

なお、変更時左完了時の聞が15日間(休日等を除く)に満たない場合は、変更時の提出を省略

できるものとする。

E 

(旧)令和 3年 10月版

調査業務共通仕様書

1総則

1-5 調査地点の確認

2.受託者は、調査業務において、地下埋設物(電話線、送電線、ガス管、上下水道管、その他)

が予想される場合は、業務担当員に報告し、関係機関との協議の上現地立会いを行い、位置、規

模、構造等を確認するものとする。

1-8 管理技術者

3. 管理技術者は、技術士(総合技術監理部門(業務に該当する選択科

目)又は業務に該当する部門)又はこれと同等の能力と経験を有する技

術者、あるいはシピルコンサルティングマネージャー (RC CM)の資

格保有者であり、日本語に堪能(日本語通訳が確保できれば可)でなけ

ればならない。 主主おしし業務~q?j範周足現場主役調主主二計JlIll .1ì業のみ:立h~

1-9 提出書類

3 受託者は、契約時又は変更時において、契約金額100万円以上の業務について、業務実績情報シ

ステム(テクリス)に基づき、受注・変更・完了・訂正時に、業務実績情報を「登録のための確

認のお願い」により業務担当員の確認ふ記ゑふ混血ムを受けた上、受注時は契約締結後、 15

日(休日等を除く)以内に、登録内容の変更(r委託期間J r技術者(管理技術者等)Jの
変更)時は変更があった日から、 15日(休日等を除く)以内に、完了時は完了検査合格後、 15

日(休日等を除く)以内に、訂正時は適宜、登録機関に登録申請をしなければならなIt'o
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摘要

語句の一部追記

語句の一部削除



水産土木工事共通仕様書(令和 4年 10月) 新旧対照表(令和 4年 10月 1日以降入札の工事より適用)

掲載頁

E設計ー 10

E 

1-9 提出書類

(新)令和4年 10月版改訂

設計業務共通仕様書

1総則

3.受託者は、契約時又は変更時において、契約金額100万円以上の業務について、業務実綱吉報シ

ステム(テクリス)に基づき、受注・変更・完了・訂正時に、業務実績情報を「登録のための

確認のお願い」により業務担当員の確認を受けた上、受注時は契約締結後、 15日(休日等を除

く)以内に、登録内容の変更(r委託期間J r技術者(管理技術者等)Jの変更)時は変

更があった日から、 15日(休日等を除く)以内に、完了時は完了検査合格後、 15日(休日等を

除く)以内に、訂正時l討直宜、登録機関に登録申請をしなければならなし、。

なお、変更時と完了時の聞が15日間(休日等を除く)に満たない場合は、変更時の提出を省略

できるものとする。

E 

(旧)令和 3年 10月版

設計業務共通仕様書

1総則

1-9 提出書類

3.受託者は、契約時又は変更時において、契約金額100万円以上の業務について、業務実績情報シ

ステム(テクリス)に基づき、受注・変更・完了・訂正時に、業務実績情報を「登録のための確

認のお願い」により業務担当員の確認(記名・押印)を受けた上、受注時は契約締結後、 15

日(休日等を除く)以内に、登録内容の変更(r委託期間J r技術者(管理技術者等)Jの

変更)時は変更があった日から、 15日(休日等を除く)以内に、完了時は完了検査合格後、 15

日(休日等を除く)以内に、訂正時は適宜、登録機関に登録申請をしなければならな凡
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連£な民業義義道具島義弘ム怠見込鼠ゑゑゑ以』なお、変更時と完了時の聞が15日間(休日等を

除く)に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

摘要

語句の一部削除




